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研究実績 

の概要 

現在、日本の高齢化率は 27.7％を占め、65 歳以上の高齢者人口は 3,514 万人として、

本格的な超高齢社会が到来している。岡山県の高齢化率は29.6％である。日本人の平均寿

命は男性 80.98 歳、女性 87.14 歳（総務省統計局、平成29 年）である。  

高齢者や障がい者が安全、安心して暮らすことのできる持続可能な福祉住環境の構築

は、極めて重要な意味を持つ。「持続可能なコミュニティ」とは、昔ながらの地域住民同

士の「絆」があり、お互いに支え合いながら、地域での暮らしの継続を可能としているこ

とや産官学民の恊働による地域コミュニティを形成することによって、地域に密着した生

活の継続性やケアの連続性を保つ事ができることである。高齢者や障がい者が地域に暮ら

し続けられること、ライフスタイルや将来のライフステージの変化に対応出来る福祉住環

境が必要不可欠となる。そこで、本事業では、高齢化・過疎化が進行する岡山県の状況を

踏まえて、地域を構成する各セクターとの関わりに着目し、住み慣れた地域で暮らし続け

るためには何が必要なのか、高齢者や障がい者の自立がはかれる環境とは何か、災害に強

い地域づくり、共生のユニバ－サルデザイン、適切なバリアフリー、アクセシビリディな

ど、地域資源を活かした持続可能な福祉住環境づくりのあり方について総合的な視点から

提案することを目的とした。  

岡山県では、一人暮らしの高齢者や高齢者夫婦のみの世帯が年々増加し、過疎、少子高

齢化が著しく進んでいる。それに伴い、空き地・空き家も増加し、高齢者や地域住民が住

み慣れた地域で、安全・安心、かつ快適に暮らせる生活の質と価値を保った住環境が求め

られている。前年度に行った岡山県の分析結果をもとに、勝山を事例としてまちづくりの

タウンワォツチング、ワークショップを開催し、地域に密着した総合的な視点から地域資

源を活かした持続可能なコミュニティの実現に向けて福祉住環境の課題や提案を行った。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

本事業は計画に基づいて実施し、その成果として次の３点が挙げられる。  

（１）岡山県における自然、文化、歴史に関するレビューを行い、文化、地域資源、持続 

可能な福祉住環境に関する検討を行った。地域資源を活かした空き地・空き家の活用が期

待できる。  

（２）高齢者や障がい者、車イス生活者の立場からの災害に強いまちづくりとして、避難

の祭、車イスなどが通行できる有効幅の確保、自分自身が使いやすい防災マニュアルの作

成、自分の居場所などについて調査を行った。防災視点を取り入れたマニュアル作成を行

い、命を守る持続可能な福祉住環境の構築が期待できる。 

（３）高齢者や障がい者などの移動における共生のユニバ－サルデザイン、適切なバリア

フリー、目的地へのアクセシビリディについて調査を行った。 岡山県における持続可能

な福祉型住環境にける新しい整備マニュアル作成の住宅、公共施設、移動道路における設

備が期待できる。 

 

 
 

 

写真：勝山の自然、文化、地域資源を活かした空き地・空き家の活用、共生のユニバ－サ

ルデザイン、高齢者の福祉住環境におけるパラダイムの転換、地域における「新たな支え

合い」の概念として、勝山における地域資源を活かした持続可能なコミュニティのあり方

について、産学官民による空き地・空き家の現状把握、共生のユニバ－サルデザインなど、

今後の課題や提案を行った。 

成果資料目録 なし 

 


